
戸田 4/19 ～ 24 当地好相性の
岩瀬裕亮が中心にっぽん未来プロジェクト競走

in戸田 岩瀬裕亮は当地２Ｖと実績はま
ずまず。鋭いさばきでまとめて
くる。柴田光は今年１月のシリ
ーズでは優勝戦１号艇で６着に
敗れており、リベンジ戦とな
る。実戦足を整えて機敏にまと
める。松田祐季、大上卓人も一
般戦なら主力の存在。当地でＧ
ⅠＶ歴がある永田秀二や今期好
調の浜先真範も侮れない。

◎ 岩瀬　裕亮 柴田　　光

○ 松田　祐季 大上　卓人

△ 中村　　尊 山田　雄太

× 浜先　真範 永田　秀二

注 葛原　大陽 和田　拓也

江戸川 4/24 ～ 4/29 江戸川･鉄兵が不在で戦国
ムードのＧＷシリーズ！あきる野市　市制施行30周年

記念・ゴールデンカップ 石渡鉄兵がマスターズＣ周り
で、今回の江戸川ＧＷ節は絶対
の主役は不在。当地副将格の大
池佑来や、平和島周年で自身初
のＧⅠ優出も果たした渡邉雄朗
も勢いに乗る。一時期の覇気を
取り戻しつつある前沢丈史。原
稿時点では結果は不明も、若松
クラシックに参戦した若林将も
ＳＧ戦士の風格を見せるか。

◎ 大池　佑来 渡邉　雄朗

○ 前沢　丈史 若林　　将

△ 佐藤　大佑 寺本　重宣

× 渡辺　　豊 加藤　政彦

注 小林　　泰 若林　樹蘭

江戸川 5/7 ～ 5/12 山田哲也＆海野康志郎を
中心に攻撃型が集結！

第49回サンケイスポーツ杯
激節中核には地元の山田哲也
と、波乗りもしっかりこなす海
野康志郎。実績も加味した総合
力という面で、この両名が節中
核。ただ永井彪也、佐藤隆太郎、
栗城匠ら東京の若手勢力も、モ
ーターの引きと展開一つで節主
演となる実力者。ベテラン勢で
は三嶌誠司と清水敦揮。共に江
戸川戦の実績も十二分だ。

◎ 山田　哲也 海野康志郎

○ 永井　彪也 佐藤隆太郎

△ 栗城　　匠 佐々木完太

× 三嶌　誠司 清水　敦揮

注 岡村　慶太 中島　秀治

平和島 4/13 ～ 18 実績十分の平山智加、
勢いある實森美祐もＶ候補マクール杯　

ヴィーナスシリーズ第２戦 総合力から平山智加が本命。当
地では23年に圧倒的な力を見
せて優勝した実績も。實森美祐
は地区選での優出実績が光る。
当地ではエース機だった前回の
活躍が記憶に新しく、また水神
祭を挙げた思い出水面。長嶋万
記は参戦回数こそ減少したが、
元は当地好相性。廣中智紗衣も
当地好走型だけに軽視禁物。

◎ 平山　智加 實森　美祐

○ 長嶋　万記 寺田　千恵

△ 廣中智紗衣 今井　裕梨

× 前田　紗希 櫻本あゆみ

注 関野　　文 刑部亜里紗

桐生 5/1 ～ 6 群馬のスター勢ぞろい
ＭＶＰ毒島誠は好調持続

第52回上毛新聞社杯
毒島誠は昨年ＧＰ初制覇で賞金
王、最優秀選手、記者大賞に輝
いた。今年も正月の群馬ダービ
ーＶ、３月の尼崎周年と平和島
周年でＧⅠ連覇を果たし、勢い
は止まらない。２月の戸田ＧⅠ
地区選を制した土屋智則、関浩
哉に椎名豊もシリーズを盛り上
げる。３月の当地で準パーフェ
クトＶの江口晃生も実に怖い。

◎ 毒島　　誠 土屋　智則

○ 関　　浩哉 椎名　　豊

△ 江口　晃生 久田　敏之

× 金子　拓矢 上村　純一

注 金子　賢志 永田　秀二

平和島 4/21 ～ 24 中田竜太、吉田拡郎が
２大勢力。小池修平も注目

第28回日本財団会長杯
当地周年ウイナーの中田竜太、
強スタートから柔軟にさばく吉
田拡郎が２大勢力。小池修平は
２月に当地をはしったばかり
で、その時は行き足を仕上げて
優勝。当節もイメージ良く走れ
そうだ。北野輝季は長欠明け２
節目に優勝してリズム回復中。
谷野錬志も参戦するが、期末の
Ｆ２持ちだけに割り引き評価。

◎ 中田　竜太 吉田　拡郎

○ 小池　修平 北野　輝季

△ 森永　　淳 吉川　喜継

× 金子　賢志 松井　洪弥

注 松下　一也 内堀　　学

戸田 5/1 ～ 6 絶対的エースの
桐生順平が不動の本命

第36回ウインビーカップ
今年のＧＷ戦はオール埼玉支部、
男女混合で争われる。中心は桐
生順平。６月には当地でＳＧグ
ラチャンが控えているだけに、
調整から全力を注いできっちり
結果を残すはずだ。パワーで優
位に立ちそうなのが佐藤翼。中
澤和志、中田竜太も総合力は高
い。急成長を遂げている飛田江
己にも注目したい。

◎ 桐生　順平 佐藤　　翼

○ 中澤　和志 中田　竜太

△ 黒井　達矢 飛田　江己

× 須藤　博倫 浜田亜理沙

注 島田　賢人 畑田　汰一

戸田 5/9 ～ 12 さばき上位は磯部誠
直線系仕上げる原田才一郎

住信ＳＢＩネット銀行賞
磯部誠がシリーズを牽引する。
３月のＧⅠ常滑周年を制するな
ど、決定力は断然。当地はやや
苦手意識があるが、一般戦なら
さばきで圧倒するはずだ。直線
系を仕上げて攻撃的に運ぶのが
原田才一郎。大峯豊もエンジン
出しは優秀だ。地元勢は向後龍
一を筆頭に、成長著しい中野希
一、青木蓮が迎え撃つ形。

◎ 磯部　　誠 原田才一郎

○ 向後　龍一 大峯　　豊

△ 今泉　友吾 若林　　将

× 白水　勝也 佐藤　博亮

注 中野　希一 青木　　蓮
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浜名湖 4/15 ～ 20 実績断然の末永和也が
優勝争いを引っ張るルーキーシリーズ第９戦　

スカパー！・ＪＬＣ杯 今開催から新モーターが使用さ
れる。ここに入れば、ＧⅠ２Ｖ
の末永和也の存在感が断然。貫
禄の違いをまざまざと見せつけ
るか。飛田江己は今期に入って
３度の優勝を飾るなど、すっか
り本格化しただけに好勝負は必
至だ。石原翼は前回の当地戦で
手痛いフライングを切るも地元
の意地で遠征陣を迎え撃つ。

◎ 末永　和也 飛田　江己

○ 石原　　翼 島川　海輝

△ 前田　篤哉 常住　　蓮

× 西岡　顕心 原田才一郎

注 中山　翔太 山口　晃朋

平和島 4/27 ～ 30 傑出した存在が見当たらず、
混戦シリーズの様相ＢＴＳ黒石開設16周年記念・

ウェーブ21杯 やや小粒なメンバー構成に見え
るが個性派が集結。君島秀三は
本来の速攻レースに加えて円熟
味も増す近況。一般戦を走れば
Ｖ候補。前田篤哉も一般戦では
優出常連。権藤利光はＦ２持ち
だが２月地元住之江でＶ。本来
の実力的には№１。香川勢では
竹田和哉、中田元泰も優出候補
に。中越博紀は前回当地Ｖ。

◎ 君島　秀三 前田　篤哉

○ 権藤　俊光 竹田　和哉

△ 中田　元泰 中越　博紀

× 大須賀　友 佐々木翔斗

注 中村　有裕 渡辺　真至

浜名湖 4/24 ～ 29 愛知勢ＶＳ篠崎仁志
中日新聞東海本社杯

愛知勢の陣容が強力だ。中でも
吉田裕平にかかる期待は大き
い。攻守にワンランク上の手腕
をふるう。野中一平の大胆なス
タート攻勢も魅力いっぱいだ。
仲口博崇は当地で２連続で優出
中。相性の良さは見逃せない。
対するは篠崎仁志。当地前回は
エンジン出しに手こずっただけ
に、リベンジを果たしたい。

◎ 篠崎　仁志 吉田　裕平

○ 仲口　博崇 野中　一平

△ 木下　翔太 上田　龍星

× 吉川　昭男 木下　翔太

注 池田　雄一 田路　朋史

平和島 5/3 ～ 8 ３月の周年メンバーから
齊藤仁、石渡鉄兵が参戦

第１回京急開発グループ杯
オール関東勢同士によって覇権
が競われるＧＷ決戦。３月の周
年参加メンバーでもある石渡鉄
兵、齊藤仁が主役。周年でも活
躍した齊藤にはズバリＶ候補と
しての期待がかかる。三角哲男、
作間章はいぶし銀の走り。埼玉
勢では飯島昌弘と中村尊がＶ争
い参加。共に的確なスタートを
決めながら自在にさばく。

◎ 齊藤　　仁 石渡　鉄兵

○ 作間　　章 三角　哲男

△ 飯島　昌弘 中村　　尊

× 角谷　健吾 一瀬　　明

注 後藤　翔之 三浦　敬太

浜名湖 5/2 ～ 7 激戦必至のＶ争いだが、
中心は菊地孝平だ浜松市長杯争奪戦

やらまいかカップ 菊地孝平の今年のテーマはグラ
ンプリを走れなくても賞金ラン
ク18位に入ること。つまり、Ｆ
休み明けからの開催は全て優勝
する気構えでいる。決して簡単
なことではない。ましてやオー
ル静岡だが、菊地ならやっての
けそうな気がしてならない。河
合佑樹は念願のオール静岡Ｖへ
今度こそはの思いで臨む。

◎ 菊地　孝平 河合　佑樹

○ 徳増　秀樹 深谷　知博

△ 服部　幸男 坪井　康晴

× 伊藤　将吉 若林　義人

注 山田　雄太 三浦　永理

多摩川 4/18 ～ 23 好調北山康介に実力派の
滋賀支部勢が襲い掛かる

第60回東京スポーツ賞
３月中旬時点で７点台後半の勝
率を残す北山康介が優勝候補。
走り慣れた地元プールで優勝を
決めるか。川北浩貴、君島秀三、
片橋幸貴、藤原仙二ら滋賀支部
からも楽しみな面々が集結し上
位争いを演じる。藤山翔大は昨
年10月の当地戦をインで敗れ
てしまっただけにリベンジに期
待したい。

◎ 北山　康介 片橋　幸貴

○ 君島　秀三 畑田　汰一

△ 野口　勝弘 前田　聖文

× 藤山　翔大 川北　浩貴

注 藤原　仙二 中井　俊祐

多摩川 4/26 ～ 5/1 長田頼宗、濱野谷憲吾、
宮之原輝紀が主力

第32回多摩川さつき杯
GWの多摩川は東京３場の中で
もっとも強豪メンバーがそろい
やすい。今節も３月に当地で優
勝したばかりの長田頼宗や前年
覇者の宮之原輝紀が出場。濱野
谷憲吾も17回目の当地制覇へ
気合を入れる。記念戦線でもま
れ、たくましさを増す佐藤隆太
郎や藤田俊祐にSセンス抜群の
山田哲也も要注意だ。

◎ 長田　頼宗 宮之原輝紀

○ 濱野谷憲吾 佐藤隆太郎

△ 山田　哲也 永井　彪也

× 梶野　学志 杉山　貴博

注 倉持　莉々 藤田　俊祐

多摩川 5/6 ～ 10 今期絶好調の田中和也が
シリーズをリードする

第62回サンケイスポーツ賞
田中和也と権藤俊光の大阪コン
ビが主力。特に田中は昨年秋か
ら好調で今年も大村と若松で優
勝した。多摩川との相性も良く、
シリーズをリードしそう。吉川
貴仁や長岡良也、大須賀友は外
コースでも一発力がある。勢い
がついたら止まらない尾上雅也
や前沢丈史、廣瀬真也の地元勢
の活躍からも目が離せない。

◎ 田中　和也 権藤　俊光

○ 吉川　貴仁 長岡　良也

△ 前沢　丈史 大須賀　友

× 尾上　雅也 中村　泰平

注 小池　哲也 廣瀬　真也

レース場担当者
桐　生：スポーツ報知・佐々木伸
戸　田：ガイド・長谷川
江戸川：ガイド・野添
平和島：ガイド・長船
多摩川：マクール白川
浜名湖：ＭＯＣＨＩ
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浜名湖 4/15 ～ 20 実績断然の末永和也が
優勝争いを引っ張るルーキーシリーズ第９戦　

スカパー！・ＪＬＣ杯 今開催から新モーターが使用さ
れる。ここに入れば、ＧⅠ２Ｖ
の末永和也の存在感が断然。貫
禄の違いをまざまざと見せつけ
るか。飛田江己は今期に入って
３度の優勝を飾るなど、すっか
り本格化しただけに好勝負は必
至だ。石原翼は前回の当地戦で
手痛いフライングを切るも地元
の意地で遠征陣を迎え撃つ。

◎ 末永　和也 飛田　江己

○ 石原　　翼 島川　海輝

△ 前田　篤哉 常住　　蓮

× 西岡　顕心 原田才一郎

注 中山　翔太 山口　晃朋

平和島 4/27 ～ 30 傑出した存在が見当たらず、
混戦シリーズの様相ＢＴＳ黒石開設16周年記念・

ウェーブ21杯 やや小粒なメンバー構成に見え
るが個性派が集結。君島秀三は
本来の速攻レースに加えて円熟
味も増す近況。一般戦を走れば
Ｖ候補。前田篤哉も一般戦では
優出常連。権藤利光はＦ２持ち
だが２月地元住之江でＶ。本来
の実力的には№１。香川勢では
竹田和哉、中田元泰も優出候補
に。中越博紀は前回当地Ｖ。

◎ 君島　秀三 前田　篤哉

○ 権藤　俊光 竹田　和哉

△ 中田　元泰 中越　博紀

× 大須賀　友 佐々木翔斗

注 中村　有裕 渡辺　真至

浜名湖 4/24 ～ 29 愛知勢ＶＳ篠崎仁志
中日新聞東海本社杯

愛知勢の陣容が強力だ。中でも
吉田裕平にかかる期待は大き
い。攻守にワンランク上の手腕
をふるう。野中一平の大胆なス
タート攻勢も魅力いっぱいだ。
仲口博崇は当地で２連続で優出
中。相性の良さは見逃せない。
対するは篠崎仁志。当地前回は
エンジン出しに手こずっただけ
に、リベンジを果たしたい。

◎ 篠崎　仁志 吉田　裕平

○ 仲口　博崇 野中　一平

△ 木下　翔太 上田　龍星

× 吉川　昭男 木下　翔太

注 池田　雄一 田路　朋史

平和島 5/3 ～ 8 ３月の周年メンバーから
齊藤仁、石渡鉄兵が参戦

第１回京急開発グループ杯
オール関東勢同士によって覇権
が競われるＧＷ決戦。３月の周
年参加メンバーでもある石渡鉄
兵、齊藤仁が主役。周年でも活
躍した齊藤にはズバリＶ候補と
しての期待がかかる。三角哲男、
作間章はいぶし銀の走り。埼玉
勢では飯島昌弘と中村尊がＶ争
い参加。共に的確なスタートを
決めながら自在にさばく。

◎ 齊藤　　仁 石渡　鉄兵

○ 作間　　章 三角　哲男

△ 飯島　昌弘 中村　　尊

× 角谷　健吾 一瀬　　明

注 後藤　翔之 三浦　敬太

浜名湖 5/2 ～ 7 激戦必至のＶ争いだが、
中心は菊地孝平だ浜松市長杯争奪戦

やらまいかカップ 菊地孝平の今年のテーマはグラ
ンプリを走れなくても賞金ラン
ク18位に入ること。つまり、Ｆ
休み明けからの開催は全て優勝
する気構えでいる。決して簡単
なことではない。ましてやオー
ル静岡だが、菊地ならやっての
けそうな気がしてならない。河
合佑樹は念願のオール静岡Ｖへ
今度こそはの思いで臨む。

◎ 菊地　孝平 河合　佑樹

○ 徳増　秀樹 深谷　知博

△ 服部　幸男 坪井　康晴

× 伊藤　将吉 若林　義人

注 山田　雄太 三浦　永理

多摩川 4/18 ～ 23 好調北山康介に実力派の
滋賀支部勢が襲い掛かる

第60回東京スポーツ賞
３月中旬時点で７点台後半の勝
率を残す北山康介が優勝候補。
走り慣れた地元プールで優勝を
決めるか。川北浩貴、君島秀三、
片橋幸貴、藤原仙二ら滋賀支部
からも楽しみな面々が集結し上
位争いを演じる。藤山翔大は昨
年10月の当地戦をインで敗れ
てしまっただけにリベンジに期
待したい。

◎ 北山　康介 片橋　幸貴

○ 君島　秀三 畑田　汰一

△ 野口　勝弘 前田　聖文

× 藤山　翔大 川北　浩貴

注 藤原　仙二 中井　俊祐

多摩川 4/26 ～ 5/1 長田頼宗、濱野谷憲吾、
宮之原輝紀が主力

第32回多摩川さつき杯
GWの多摩川は東京３場の中で
もっとも強豪メンバーがそろい
やすい。今節も３月に当地で優
勝したばかりの長田頼宗や前年
覇者の宮之原輝紀が出場。濱野
谷憲吾も17回目の当地制覇へ
気合を入れる。記念戦線でもま
れ、たくましさを増す佐藤隆太
郎や藤田俊祐にSセンス抜群の
山田哲也も要注意だ。

◎ 長田　頼宗 宮之原輝紀

○ 濱野谷憲吾 佐藤隆太郎

△ 山田　哲也 永井　彪也

× 梶野　学志 杉山　貴博

注 倉持　莉々 藤田　俊祐

多摩川 5/6 ～ 10 今期絶好調の田中和也が
シリーズをリードする

第62回サンケイスポーツ賞
田中和也と権藤俊光の大阪コン
ビが主力。特に田中は昨年秋か
ら好調で今年も大村と若松で優
勝した。多摩川との相性も良く、
シリーズをリードしそう。吉川
貴仁や長岡良也、大須賀友は外
コースでも一発力がある。勢い
がついたら止まらない尾上雅也
や前沢丈史、廣瀬真也の地元勢
の活躍からも目が離せない。

◎ 田中　和也 権藤　俊光

○ 吉川　貴仁 長岡　良也

△ 前沢　丈史 大須賀　友

× 尾上　雅也 中村　泰平

注 小池　哲也 廣瀬　真也

レース場担当者
桐　生：スポーツ報知・佐々木伸
戸　田：ガイド・長谷川
江戸川：ガイド・野添
平和島：ガイド・長船
多摩川：マクール白川
浜名湖：ＭＯＣＨＩ
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常滑 4/25 ～ 30 パンチ力の濱崎直矢、
テクニックなら重成一人だ第19回日本モーターボート

選手会会長賞争奪戦 近況Ｖラッシュの濱崎直矢。今
年のＶはすでに３回を数える
が、今期の白星は他の主力選手
の倍ぐらい重ねている。行き足・
伸びを仕上げての攻撃レースで
今回も主役を務める。ハンドル
捌きなら重成一人。的確なコー
ナー戦で好勝負を演じる。木村
仁紀・近江翔吾も虎視眈々。ネ
ームバリューなら田村隆信だ。

◎ 濱崎　直矢 重成　一人

○ 木村　仁紀 近江　翔吾

△ 清水　敦揮 安達　裕樹

× 田村　隆信 松山　将吾

注 田中　駿兵 中村　晃朋

常滑 5/3 ～ 8 エース池田浩二に
吉田裕平が真っ向勝負中日スポーツ杯争奪

第45回チャンピオン大会 今年早くも４回目の常滑参戦と
なるエース池田浩二。過去３回
で意外にもＶがないが、今度こ
そスーパースターの走りを見せ
てくれるはず。世代交代を狙う
吉田裕平が真っ向勝負。中野仁
照にもその期待を持ちたい。当
地の安定感なら北野輝季。蒲郡
からの刺客は赤岩善生。ガッツ
あふれる走りで盛り上げる。

◎ 池田　浩二 吉田　裕平

○ 北野　輝季 中野　仁照

△ 赤岩　善生 杉山　正樹

× 野中　一平 前田　聖文

注 前田　篤哉 鰐部太空海

津 4/19 ～ 24 浜田亜理沙、守屋美穂に
成長株の川井萌が挑む

津オールレディースマクール杯
実績面から見ても浜田亜理沙、
守屋美穂の２強が抜けておりマ
ッチレースの様相。だが細川裕
子と宇野弥生といった愛知コン
ビも決め手十分。特に宇野は昨
年度の大会を制し連覇を期す今
回。２月の浜名湖スピードクイ
ーンで存在感を高めた川井萌の
走りに注目。急激に力をつけて
おり２回目の優勝も現実的だ。

◎ 浜田亜理沙 守屋　美穂

○ 細川　裕子 宇野　弥生

△ 喜井つかさ 魚谷　香織

× 中川　りな 川井　　萌

注 勝浦　真帆 土屋　千明

蒲郡 4/11 ～ 15 守屋美穂がリードも
金子拓矢や市橋卓士も難敵

名古屋グランパスＣＵＰ
守屋美穂は昨年12月の下関Ａ
Ｌから３月の尼崎ＡＬまで９連
続優出１Ｖ。安定感は群を抜い
ている。地力の高い金子拓矢、
市橋卓士は一般戦では常に中心
的存在。佐々木康幸も当地では
ＳＧＶ歴がある。Ａ１級勝負に
なりそうなのが宇佐見淳と中野
仁照。地元の利を生かして気合
の入ったレースを披露するか。

◎ 守屋　美穂 金子　拓矢

○ 市橋　卓士 佐々木康幸

△ 中岡　正彦 安達　裕樹

× 中野　仁照 宇佐見　淳

注 鎌倉　　涼 中村　　尊

蒲郡 4/29 ～ 5/4 好調な磯部誠と
平本真之がツートップ中日スポーツ賞　

第54回竹島弁天杯 昨年はグランプリ出場を逃した
磯部誠だが、今年は常滑周年Ｖ
を含む４優出２Ｖとリズムは
上々だ。対する平本真之は今年
３回目の当地参戦。調整面のア
ドバンテージを生かしたい。今
期は下関、三国で優勝の岩瀬裕
亮は自己最高勝率に迫る勢い。
柳沢一と黒野元基は現時点では
Ａ１級ボーダーに届いていない。

◎ 磯部　　誠 平本　真之

○ 岩瀬　裕亮 前田　　滉

△ 杉山　裕也 鈴木　勝博

× 柳沢　　一 佐藤　博亮

注 黒野　元基 永井　　源

蒲郡 5/8 ～ 11 白井英治の蒲郡連続Ｖに
待ったをかけるのは誰か

蒲郡市観光協会会長杯争奪戦
白井英治は今年の始動戦だった
１月の当地戦で圧巻のＶ劇。再
現を狙って貫禄を示すか。九州
地区のＡ１級カルテットが白井
に襲い掛かる。宮地元輝は絶品
ターンを駆使してＶ争いへ。７
点台後半のアベレージを残す上
野真之介も優勝候補の一人。短
期戦だけに村上遼や今井貴士も
モーター次第ではＶ圏内。

◎ 白井　英治 宮地　元輝

○ 上野真之介 村上　　遼

△ 今井　貴士 佐藤　大介

× 渡辺　真至 田中　　豪

注 山田　　丈 豊田　　結

蒲郡 4/18 ～ 23 菊地孝平の再出発に
久田敏之、秋元哲らが迫る

日本財団会長杯争奪戦
Ｆ休み明けの菊地孝平が参戦。
しばらくは主戦場を離れるが、
全てをプラスに変えて更に大き
くなる姿を見たい。今期は６優
出３Ｖの秋元哲。鳴門、丸亀、
宮島と瀬戸内で成果を挙げて来
た。安定感なら今期７優出の久
田敏之。戸田と鳴門でＶを決め
ている。地元では佐藤大介がＡ
１級キープへ躍動するか。

◎ 菊地　孝平 久田　敏之

○ 秋元　　哲 高野　哲史

△ 佐藤　大介 石橋　道友

× 安河内　将 下寺　秀和

注 後藤　翔之 後藤　正宗

常滑 4/18 ～ 22 吉田凌太朗が田中和也・
長田頼宗らを迎え撃つ中京スポーツ杯争奪全日本

ファイターキング決定戦 田中和也と長田頼宗は今年２優
勝。一般戦を走れば当然、主役
級の扱いが必要だ。田中はエン
ジン出しが上手いし、走りにも
安定感。長田は時には強烈な攻
めを繰り出す。迎え撃つ地元勢
は吉田凌太朗に上田健太。スピ
ードはやっぱり吉田が上。近況
１着量産で勝率７点オーバーの
鈴谷一平にも視線を向けたい。

◎ 田中　和也 吉田凌太朗

○ 長田　頼宗 鈴谷　一平

△ 佐々木翔斗 村上　　遼

× 妹尾　忠幸 上田　健太

注 竹田　和哉 中田　元泰
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津 5/1 ～ 6 井口佳典、新田雄史、
豊田健士郎らによるV争い

スポーツニッポンパール賞競走
今年の正月戦は井口佳典が優
勝。井口は東海地区選も制して
おりエースとしての役割を見せ
ている。今年はGⅠ戦線での活
躍も光っており完全復調はもう
間近だ。新田雄史はＶ量産態勢
へ入ってきたか。逆に豊田健士
郎は記念で厳しい戦いを強いら
れているが、反攻態勢を整えた
い。松井洪弥も３強へ絡む。

◎ 井口　佳典 新田　雄史

○ 豊田健士郎 松井　洪弥

△ 松尾　　拓 坂口　　周

× 中嶋健一郎 東本　勝利

注 松尾　　充 岡　　祐臣

津 5/9 ～ 14 最強のＡ２級！
濱野谷憲吾が登場だ日刊スポーツちどり杯争奪戦

本命？大穴？男女大決戦 今期はＡ２級へ甘んじている濱
野谷憲吾だが、実力は折り紙付
き。周年３回の優勝実績を誇る
得意水面でもあり、圧倒的な強
さを発揮か。岩瀬裕亮がターン
スピードで真っ向勝負を挑む。
ハイレベルな攻防に盛り上がる
６日間だ。安達裕樹は調整を知
る地元、野口勝弘もＡ１級安定
株へなってきた実力を見せる。

◎ 濱野谷憲吾 岩瀬　裕亮

○ 安達　裕樹 野口　勝弘

△ 上條　嘉嗣 吉永　則雄

× 荒川　健太 池田　雄一

注 水野　望美 塩崎　桐加

住之江 5/2 ～ 7 ＳＧレベルの
豪華メンバーが一挙集結

2025ラピートカップ
松井繁と石野貴之の二枚看板が
揃って参戦。しかし、石野は怪
我から復帰したがまだ本調子と
は言えない。今年の大本命は王
者・松井繁だ。昨年は３年ぶり
にＧＰにも復帰。大阪支部の中
心選手に成長した上條暢嵩も覇
権を争う。太田和美、湯川浩司、
丸岡正典なども底力を秘める。
若手では小池修平に注目。

◎ 松井　　繁 石野　貴之

○ 上條　暢嵩 太田　和美

△ 湯川　浩司 丸岡　正典

× 小池　修平 西村　拓也

注 岡村　　仁 上田　龍星

三国 5/2 ～ 7 ＧＷ時期恒例！　地元勢
を中心に熱い６日間！

ＧＷ三国ボートフェスタ
ＧＷ時期恒例の６日間節。地元
勢中心に白熱したバトルが繰り
広げられる。やはり注目は地元
の総大将の今垣光太郎。今年の
三国正月レースはオール２連対
でまとめての圧巻Ｖ。今大会も
主役は譲れない。地元Ａ級のメ
ンバーが揃い中心視も、遠征勢
では進入の動きから注目の吉川
昭男に注意は必要。

◎ 今垣光太郎 萩原　秀人

○ 中島　孝平 松田　祐季

△ 下出　卓矢 武田　光史

× 中辻　博訓 佐藤　　悠

注 小林　孝彰 吉川　昭男

三国 4/14 ～ 18 男女混合の５日間！　
辻栄蔵がリード！

けーぶるちゃん。杯
男女混合の５日間節、主役はＳ
Ｇ覇者の辻栄蔵。今年は地元宮
島の正月レースを制覇。昨年の
当地周年でも優出と三国の相性
も問題なく、ここでは主役は譲
れない。相手筆頭に今期は既に
４優勝を飾っている塩田北斗。
今年に入って４優出１優勝の伊
藤将吉や３月に桐生で優勝した
ばかりの森定晃史も圏内。

◎ 辻　　栄蔵 塩田　北斗

○ 伊藤　将吉 森定　晃史

△ 石倉　洋行 鶴本　崇文

× 石田　政吾 山本　修一

注 原田　佑実 佐々木裕美

三国 4/21 ～ 25 超豪華メンバーで争われる
５日間シリーズ！

マクール杯
ＳＧ、ＧⅠレーサーが多数参戦
の５日間節、山口剛は昨年のＳ
Ｇグランプリシリーズでは優出
２着。今年に入ってＧⅠは下関
の周年、中国地区選で優出。続
いて挙げたいのは平本真之。３
月に入ってＧⅠ連続優出と復調
気配。この２人がシリーズを引
っ張るも目移りするような豪華
メンバーが集結だ。

◎ 山口　　剛 平本　真之

○ 渡邉　和将 河合　佑樹

△ 松村　　敏 江夏　　満

× 藤原　碧生 川原　祐明

注 高田　　明 加藤　翔馬

びわこ 5/9 ～ 14 １年４か月ぶり地元Ｖへ
馬場貴也が高速戦披露滋賀県知事杯争奪

第26回ビナちゃんカップ びわこエース・馬場貴也が昨年
の正月戦以来となる地元Ｖを目
指して本領の高速ターンを連発
へ。ただ、３月の時点で今年Ｖ
４をマークする守田俊介はもち
ろん強敵になりそう。丸野一樹
や昨年末に続く知事杯連覇が懸
かる深井利寿もＶ候補の一角。
昨年はＧⅡ初制覇を遂げた片橋
幸貴もＶ争いを盛り上げる。

◎ 馬場　貴也 守田　俊介

○ 丸野　一樹 深井　利寿

△ 片橋　幸貴 君島　秀三

× 澤田　尚也 是澤　孝宏

注 木村　仁紀 谷川　祐一

びわこ 5/1 ～ 6 遠藤エミが不動の主役！
地元ＡＬ連覇へ突き進むオールレディース

ビーナスちゃんカップ １か月半ぶりの本場開催となる
新機＆新艇シリーズ。Ｖ戦線を
引っ張るのはもちろん地元が誇
る最強女子・遠藤エミだ。剛柔
自在の走りで正月に開催された
前回大会に続くタイトル連覇を
狙う。迫るのが寺田千恵、山川
美由紀の女傑コンビ。西橋奈未、
細川裕子もＡ１級ランカーの存
在感を示したいところ。

◎ 遠藤　エミ 寺田　千恵

○ 山川美由紀 西橋　奈未

△ 細川　裕子 宇野　弥生

× 今井　美亜 勝浦　真帆

注 小芦るり華 櫻本あゆみ

レース場担当者
蒲　郡：スポーツ報知・太田和良
常　滑：とこなめ情報　土井勇士
　津　：中日スポーツ・高橋
三　国：実況アナウンサー・高橋敬亮
びわこ：サンケイスポーツ・倉橋智宏
住之江：安達弘持
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津 5/1 ～ 6 井口佳典、新田雄史、
豊田健士郎らによるV争い

スポーツニッポンパール賞競走
今年の正月戦は井口佳典が優
勝。井口は東海地区選も制して
おりエースとしての役割を見せ
ている。今年はGⅠ戦線での活
躍も光っており完全復調はもう
間近だ。新田雄史はＶ量産態勢
へ入ってきたか。逆に豊田健士
郎は記念で厳しい戦いを強いら
れているが、反攻態勢を整えた
い。松井洪弥も３強へ絡む。

◎ 井口　佳典 新田　雄史

○ 豊田健士郎 松井　洪弥

△ 松尾　　拓 坂口　　周

× 中嶋健一郎 東本　勝利

注 松尾　　充 岡　　祐臣

津 5/9 ～ 14 最強のＡ２級！
濱野谷憲吾が登場だ日刊スポーツちどり杯争奪戦

本命？大穴？男女大決戦 今期はＡ２級へ甘んじている濱
野谷憲吾だが、実力は折り紙付
き。周年３回の優勝実績を誇る
得意水面でもあり、圧倒的な強
さを発揮か。岩瀬裕亮がターン
スピードで真っ向勝負を挑む。
ハイレベルな攻防に盛り上がる
６日間だ。安達裕樹は調整を知
る地元、野口勝弘もＡ１級安定
株へなってきた実力を見せる。

◎ 濱野谷憲吾 岩瀬　裕亮

○ 安達　裕樹 野口　勝弘

△ 上條　嘉嗣 吉永　則雄

× 荒川　健太 池田　雄一

注 水野　望美 塩崎　桐加

住之江 5/2 ～ 7 ＳＧレベルの
豪華メンバーが一挙集結

2025ラピートカップ
松井繁と石野貴之の二枚看板が
揃って参戦。しかし、石野は怪
我から復帰したがまだ本調子と
は言えない。今年の大本命は王
者・松井繁だ。昨年は３年ぶり
にＧＰにも復帰。大阪支部の中
心選手に成長した上條暢嵩も覇
権を争う。太田和美、湯川浩司、
丸岡正典なども底力を秘める。
若手では小池修平に注目。

◎ 松井　　繁 石野　貴之

○ 上條　暢嵩 太田　和美

△ 湯川　浩司 丸岡　正典

× 小池　修平 西村　拓也

注 岡村　　仁 上田　龍星

三国 5/2 ～ 7 ＧＷ時期恒例！　地元勢
を中心に熱い６日間！

ＧＷ三国ボートフェスタ
ＧＷ時期恒例の６日間節。地元
勢中心に白熱したバトルが繰り
広げられる。やはり注目は地元
の総大将の今垣光太郎。今年の
三国正月レースはオール２連対
でまとめての圧巻Ｖ。今大会も
主役は譲れない。地元Ａ級のメ
ンバーが揃い中心視も、遠征勢
では進入の動きから注目の吉川
昭男に注意は必要。

◎ 今垣光太郎 萩原　秀人

○ 中島　孝平 松田　祐季

△ 下出　卓矢 武田　光史

× 中辻　博訓 佐藤　　悠

注 小林　孝彰 吉川　昭男

三国 4/14 ～ 18 男女混合の５日間！　
辻栄蔵がリード！

けーぶるちゃん。杯
男女混合の５日間節、主役はＳ
Ｇ覇者の辻栄蔵。今年は地元宮
島の正月レースを制覇。昨年の
当地周年でも優出と三国の相性
も問題なく、ここでは主役は譲
れない。相手筆頭に今期は既に
４優勝を飾っている塩田北斗。
今年に入って４優出１優勝の伊
藤将吉や３月に桐生で優勝した
ばかりの森定晃史も圏内。

◎ 辻　　栄蔵 塩田　北斗

○ 伊藤　将吉 森定　晃史

△ 石倉　洋行 鶴本　崇文

× 石田　政吾 山本　修一

注 原田　佑実 佐々木裕美

三国 4/21 ～ 25 超豪華メンバーで争われる
５日間シリーズ！

マクール杯
ＳＧ、ＧⅠレーサーが多数参戦
の５日間節、山口剛は昨年のＳ
Ｇグランプリシリーズでは優出
２着。今年に入ってＧⅠは下関
の周年、中国地区選で優出。続
いて挙げたいのは平本真之。３
月に入ってＧⅠ連続優出と復調
気配。この２人がシリーズを引
っ張るも目移りするような豪華
メンバーが集結だ。

◎ 山口　　剛 平本　真之

○ 渡邉　和将 河合　佑樹

△ 松村　　敏 江夏　　満

× 藤原　碧生 川原　祐明

注 高田　　明 加藤　翔馬

びわこ 5/9 ～ 14 １年４か月ぶり地元Ｖへ
馬場貴也が高速戦披露滋賀県知事杯争奪

第26回ビナちゃんカップ びわこエース・馬場貴也が昨年
の正月戦以来となる地元Ｖを目
指して本領の高速ターンを連発
へ。ただ、３月の時点で今年Ｖ
４をマークする守田俊介はもち
ろん強敵になりそう。丸野一樹
や昨年末に続く知事杯連覇が懸
かる深井利寿もＶ候補の一角。
昨年はＧⅡ初制覇を遂げた片橋
幸貴もＶ争いを盛り上げる。

◎ 馬場　貴也 守田　俊介

○ 丸野　一樹 深井　利寿

△ 片橋　幸貴 君島　秀三

× 澤田　尚也 是澤　孝宏

注 木村　仁紀 谷川　祐一

びわこ 5/1 ～ 6 遠藤エミが不動の主役！
地元ＡＬ連覇へ突き進むオールレディース

ビーナスちゃんカップ １か月半ぶりの本場開催となる
新機＆新艇シリーズ。Ｖ戦線を
引っ張るのはもちろん地元が誇
る最強女子・遠藤エミだ。剛柔
自在の走りで正月に開催された
前回大会に続くタイトル連覇を
狙う。迫るのが寺田千恵、山川
美由紀の女傑コンビ。西橋奈未、
細川裕子もＡ１級ランカーの存
在感を示したいところ。

◎ 遠藤　エミ 寺田　千恵

○ 山川美由紀 西橋　奈未

△ 細川　裕子 宇野　弥生

× 今井　美亜 勝浦　真帆

注 小芦るり華 櫻本あゆみ

レース場担当者
蒲　郡：スポーツ報知・太田和良
常　滑：とこなめ情報　土井勇士
　津　：中日スポーツ・高橋
三　国：実況アナウンサー・高橋敬亮
びわこ：サンケイスポーツ・倉橋智宏
住之江：安達弘持
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丸亀 4/16 ～ 21 白井英治が断然の主役　
次位争いは接戦カラーにっぽん未来プロジェクト競走

inまるがめ シリーズの主役の座は白井英治
で不動だ。王道路線でＶ戦線を
引っ張って行くが、完全での制
覇も十分ありか。白井に迫るの
がＳＧ、ＧⅠのキャリア豊富な
柳沢一。宮之原輝紀のスピード
戦も無視できない。５月の当地
ＳＧオールスター初出場を決め
ている清水愛海が女子力発揮で
気合の走りをみせる。

◎ 白井　英治 柳沢　　一

○ 宮之原輝紀 渡邉　優美

△ 清水　愛海 白水　勝也

× 梶野　学志 中越　博紀

注 竹田　辰也 大須賀　友

丸亀 4/28 ～ 5/1 丸野一樹、山田祐也　
２トップがＶ戦線けん引

報知グリーンカップ
丸野一樹は３月の尼崎ＧⅠセン
プルカップで優勝戦３着と近況
のリズムは上々。一般戦ならパ
ワーとスピードで圧倒する。四
国地区チャンピオンに輝いた実
績がある山田祐也も当地ならき
っちりとエンジンを仕上げてく
る。地元からは平山智加が迎え
撃つ。上條嘉嗣は３月住之江→
徳山と連続優勝。

◎ 丸野　一樹 山田　祐也

○ 平山　智加 上條　嘉嗣

△ 片橋　幸貴 栗城　　匠

× 佐藤　大介 藤山　翔大

注 葛原　大陽 長岡　良也

鳴門 5/5 ～ 10 地元の強豪が主力の
６日間開催にっぽん未来プロジェクト競走

in鳴門 昨年度の鳴門最終開催でも優勝
を競った林美憲と菅章哉が今開
催でもぶつかる。そして、優勝
を飾った菅は再びチルトマック
スのパワフル攻撃を見せつける
か。田村隆信は地元ナンバーワ
ンの技でＶを目指す。遠征組で
はＳＧを制した実力が光る辻栄
蔵が攻守兼備の走りでシリーズ
を盛り上げる。

◎ 林　　美憲 菅　　章哉

○ 辻　　栄蔵 田村　隆信

△ 市橋　卓士 山田　祐也

× 葛原　大陽 河野　　大

注 山下　和彦 堀本　和也

鳴門 4/25 ～ 30 実力派の女子レーサーが
そろって激戦必至ヴィーナスシリーズ第３戦

マクール杯競走 地元の大将格となる岩崎芳美が
主役を務める。スピードクイー
ンメモリアルの初代覇者となっ
た平高奈菜も俊敏プレーを連発
して優勝を見すえるだろう。地
力健在の海野ゆかりに、シャー
プな走りが頼もしい鎌倉涼もＶ
争いを演じる。岩崎以外の地元
勢では切れ味が増してきた赤井
睦が特注。

◎ 岩崎　芳美 平高　奈菜

○ 海野ゆかり 鎌倉　　涼

△ 大瀧明日香 前田　紗希

× 實森　美祐 山下　夏鈴

注 堀之内紀代子 赤井　　睦

鳴門 4/17 ～ 20 波乱ムードも漂う
４日間シリーズ

整備棟リニューアル記念競走
断然のＶ候補が見当たらない混
戦必至の短期決戦。序盤のスタ
ートダッシュがカギになるが、
特別戦でも活躍する山田康二が
シリーズの中心とみる。地元勢
ではピット離れから注目の堀本
和也と、ベテランの域に入って
きた佐々木和伸が走り慣れてい
る地の利を生かして遠征組を迎
え撃つ構えだ。

◎ 山田　康二 堀本　和也

○ 寺本　重宣 尾嶋　一広

△ 佐々木和伸 井本　昌也

× 谷川　祐一 高岡　竜也

注 富山　弘幸 岩崎　正哉

尼崎 4/18 ～ 23 地元代表格の
小坂尚哉が燃える

サッポロビールカップ
小坂尚哉は近況エンジンを出し
てくる。尼崎でもＶこそ逃して
いるが、仕上がりは早くしっか
りポイントを積み重ねる。今度
こそＶへ。深川真二は気合満点
の走りで魅了。渡邊雄一郎、白
神優は流れをつかむと突き進む。
メキメキ力をつけてきた上條嘉
嗣にも注目。市川哲也が持ち味
のスタート力で反撃を誓う。

◎ 小坂　尚哉 永井　　源

○ 深川　真二 市川　哲也

△ 渡邊雄一郎 古澤　光紀

× 白神　　優 島田　賢人

注 上條　嘉嗣 坂元　浩仁

尼崎 4/25 ～ 30 当地前回Ｖの
澤田尚也に期待デイリースポーツ杯争奪

第36回ささはら賞競走 澤田尚也は前回当地でエース機
を味方にＶ。気分を良くして今
回も参戦。速攻力から目が離せ
ない。中村日向はＶ経験もあり、
水面相性は良好といえる。深井
利寿は近況トーンダウンも冷静
沈着なハンドリングで迫る。中
島秀治は上昇度では１歩リー
ド。安定感が出てきた印象。地
元では松井賢治が迎え撃つ。

◎ 澤田　尚也 尾上　雅也

○ 中村　日向 池田　雄祐

△ 深井　利寿 河野　　大

× 松井　賢治 宮崎　　奨

注 中島　秀治 濱野　斗馬

尼崎 5/3 ～ 8 地元メンバーが集結も
エース吉川元浩が引っ張る第57回報知金杯争奪

六甲賞競走 地元中心のメンバー構成で混合
戦。主役を張るのは吉川元浩。
見せ場がなかった３月周年の悔
しさをぶつけたい。稲田浩二も
同様。持ち前のスタート力を存
分に発揮する。吉田俊彦は手堅
いさばきで肉薄。近況好調は古
結宏。尾嶋一広、和田兼輔、高
野哲史が追う。また、中谷朋子
が久々の当地参戦となる。

◎ 吉川　元浩 和田　兼輔

○ 稲田　浩二 高野　哲史

△ 吉田　俊彦 小坂　尚哉

× 古結　　宏 馬袋　義則

注 尾嶋　一広 山本　隆幸
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宮島 4/30 ～ 5/5 優勝候補筆頭は
地元のエース・山口剛創刊70周年記念

第54回サンケイスポーツ若葉賞 Ｖ筆頭候補は山口剛。これに船
岡洋一郎、大上卓人とV戦常連
組が加わり上位を形成。このメ
ンバー相手に近況好調の浜先真
範が食い込んでくることは間違
いないだろう。一方でメキメキ
と力をつけてきている大原祥
昌、津田陸翔のフレッシュルー
キーに三馬崇史がどこまで好走
できるのかも注目ポイントだ。

◎ 山口　　剛 船岡洋一郎

○ 大上　卓人 下寺　秀和

△ 浜先　真範 西野　翔太

× 田中　辰彦 麻生　慎介

注 新田　泰章 宗行　治哉

宮島 4/12 ～ 17 Ｖ筆頭は赤岩善生だが、
進入から激戦必至の対戦広島ホームテレビプレゼンツ

ういちの大ブッちぎりィ祭 ＧⅠ「宮島チャンピオンカップ」
直後に争われる６日間決戦。主
力は赤岩善生。今期も７点オー
バーと安定した勝率を残してい
る。対する平田忠則は今期８優
出のV ２と好リズムで、ベテラ
ンの三角哲男も５優出３Vと絶
好調。ここにコース取り果敢な
今村暢孝も加わり激戦必至の６
日間となることは必至。

◎ 赤岩　善生 平田　忠則

○ 三角　哲男 赤坂　俊輔

△ 石塚　久也 今村　暢孝

× 小池　哲也 田中　辰彦

注 青木　玄太 福田　雅一

宮島 4/22 ～ 27 茅原悠紀、馬場貴也、
石野貴之が主力

第52回岩田杯
宮島伝統の一戦「岩田杯」らしい
メンバー。男女混合の６日間シ
リーズだが、Ｖ候補は茅原悠紀、
馬場貴也、石野貴之のＳＧタイ
トルホルダー。茅原は今年１月
のBBCトーナメントを制して
勢いづくと、今期勝率９点オー
バーと勢いは増すばかり。ただ
今期の好調度で言えば５優出４
Ｖの塩田北斗も注目だ。

◎ 茅原　悠紀 馬場　貴也

○ 石野　貴之 塩田　北斗

△ 金子　拓矢 興津　　藍

× 須藤　博倫 三浦　永理

注 椎名　　豊 藤山　雅弘

丸亀 5/4 ～ 9 オール香川での争い　
片岡雅裕がエースの走り市制20周年記念  安岐真人杯争奪

瀬戸の大魔神大賞 森高一真がＦ休みで不在なら片
岡雅裕がエースの走りを披露
だ。この後に当地ＳＧオールス
ターも控えているだけに、いろ
んな意味で大事なシリーズとな
る。重成一人が熟練の走りをみ
せる。近江翔吾ももちろんＶ争
いに参戦。日向、晃朋のＷ中村
に石丸海渡、竹田和哉、西岡顕
心ら若手勢も力を付けている。

◎ 片岡　雅裕 重成　一人

○ 近江　翔吾 中村　日向

△ 中村　晃朋 石丸　海渡

× 平高　奈菜 竹田　和哉

注 西岡　顕心 中田　元泰

児島 5/2 ～ 7 茅原悠紀VS地元Ａ１級
トランスワードトロフィー
2025　第41回鷲羽杯 今年BBCトーナメントから始

動した茅原悠紀だが、その初戦
のシリーズで優勝。シリーズを
引っ張り主役を務める。相手筆
頭は渡邉和将だ。中国地区選を
制し、尼崎周年は準Ｖと攻撃力
を発揮して勢いがある。藤原啓
史朗や吉田拡郎も速攻力を発揮
して肉薄。守屋美穂は今年７連
続優出で尼崎Ｖ。

◎ 茅原　悠紀 渡邉　和将

○ 吉田　拡郎 藤原啓史朗

△ 平尾　崇典 守屋　美穂

× 山口　達也 村岡　賢人

注 白神　　優 藤原　碧生

徳山 4/26 ～ 5/1 白井英治が
地元決戦を圧倒する！

九州スポーツ杯争奪戦
白井英治は前々節に続く当地参
戦。得意中の得意水面で堂々の
主役だ。ＧⅠ準優のＦにより現
在は一般戦が主戦となっている
が、記念戦線に復帰するまでに
リズムアップといきたいとこ
ろ。大峯豊も打倒白井を目指し
て気合十分の走りを披露する。
男女混合戦で清水愛海、野田彩
加の活躍にも注目。

◎ 白井　英治 大峯　　豊

○ 田中　和也 小池　哲也

△ 清水　愛海 井本　昌也

× 入海　　馨 島川　海輝

注 野田　彩加 佐々木裕美

徳山 4/15 ～ 20 森野正弘、森永隆の
地元勢が中心

ＫＲＹ山口放送杯争奪戦
Ｖ争いは森野正弘、森永隆の地
元両者で一騎打ち。森野は３月
の福岡で優出とリズムは上向
き。森永も今年は当地正月シリ
ーズを制するなど好調だ。里岡
右貴、近江翔吾も当地で好結果
を残すことが多く見せ場を作
る。さばき堅実な作間章や、攻
撃力高い本多宏和、攻めの迫力
がある牧宏次も魅力たっぷり。

◎ 森野　正弘 森永　　隆

○ 里岡　右貴 近江　翔吾

△ 作間　　章 本多　宏和

× 牧　　宏次 松崎祐太郎

注 郷原　章平 百武　　翔

徳山 5/7 ～ 12 前田将太が
当地連続Ｖへ躍動！

くだまつ健康パーク杯争奪戦
前田将太は昨年12月に当地で
Ｖ。その勢いに乗ってグランプ
リシリーズでＳＧ初Ｖ。徳山は
好相性で縁起のいい水面とも言
え、今回も大暴れだ。渡辺浩司
も水面相性は良くポスト前田の
一番手。地元勢は柳生泰二、森
永隆が意地の走りを見せるか。
当地好相性の福田宗平、一発力
ある藤山翔大にも注目。

◎ 前田　将太 渡辺　浩司

○ 柳生　泰二 小林　　泰

△ 森永　　隆 藤田　俊祐

× 福田　宗平 小山　　勉

注 藤山　翔大 佐藤　大佑

レース場担当者
尼　崎：日刊・北條直治
鳴　門：報知・田代
丸　亀：Ａ
児　島：Ｓ・O
宮　島：ＢＲ宮島専属記者 宮崎経督
徳　山：日刊・渕上
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宮島 4/30 ～ 5/5 優勝候補筆頭は
地元のエース・山口剛創刊70周年記念

第54回サンケイスポーツ若葉賞 Ｖ筆頭候補は山口剛。これに船
岡洋一郎、大上卓人とV戦常連
組が加わり上位を形成。このメ
ンバー相手に近況好調の浜先真
範が食い込んでくることは間違
いないだろう。一方でメキメキ
と力をつけてきている大原祥
昌、津田陸翔のフレッシュルー
キーに三馬崇史がどこまで好走
できるのかも注目ポイントだ。

◎ 山口　　剛 船岡洋一郎

○ 大上　卓人 下寺　秀和

△ 浜先　真範 西野　翔太

× 田中　辰彦 麻生　慎介

注 新田　泰章 宗行　治哉

宮島 4/12 ～ 17 Ｖ筆頭は赤岩善生だが、
進入から激戦必至の対戦広島ホームテレビプレゼンツ

ういちの大ブッちぎりィ祭 ＧⅠ「宮島チャンピオンカップ」
直後に争われる６日間決戦。主
力は赤岩善生。今期も７点オー
バーと安定した勝率を残してい
る。対する平田忠則は今期８優
出のV ２と好リズムで、ベテラ
ンの三角哲男も５優出３Vと絶
好調。ここにコース取り果敢な
今村暢孝も加わり激戦必至の６
日間となることは必至。

◎ 赤岩　善生 平田　忠則

○ 三角　哲男 赤坂　俊輔

△ 石塚　久也 今村　暢孝

× 小池　哲也 田中　辰彦

注 青木　玄太 福田　雅一

宮島 4/22 ～ 27 茅原悠紀、馬場貴也、
石野貴之が主力

第52回岩田杯
宮島伝統の一戦「岩田杯」らしい
メンバー。男女混合の６日間シ
リーズだが、Ｖ候補は茅原悠紀、
馬場貴也、石野貴之のＳＧタイ
トルホルダー。茅原は今年１月
のBBCトーナメントを制して
勢いづくと、今期勝率９点オー
バーと勢いは増すばかり。ただ
今期の好調度で言えば５優出４
Ｖの塩田北斗も注目だ。

◎ 茅原　悠紀 馬場　貴也

○ 石野　貴之 塩田　北斗

△ 金子　拓矢 興津　　藍

× 須藤　博倫 三浦　永理

注 椎名　　豊 藤山　雅弘

丸亀 5/4 ～ 9 オール香川での争い　
片岡雅裕がエースの走り市制20周年記念  安岐真人杯争奪

瀬戸の大魔神大賞 森高一真がＦ休みで不在なら片
岡雅裕がエースの走りを披露
だ。この後に当地ＳＧオールス
ターも控えているだけに、いろ
んな意味で大事なシリーズとな
る。重成一人が熟練の走りをみ
せる。近江翔吾ももちろんＶ争
いに参戦。日向、晃朋のＷ中村
に石丸海渡、竹田和哉、西岡顕
心ら若手勢も力を付けている。

◎ 片岡　雅裕 重成　一人

○ 近江　翔吾 中村　日向

△ 中村　晃朋 石丸　海渡

× 平高　奈菜 竹田　和哉

注 西岡　顕心 中田　元泰

児島 5/2 ～ 7 茅原悠紀VS地元Ａ１級
トランスワードトロフィー
2025　第41回鷲羽杯 今年BBCトーナメントから始

動した茅原悠紀だが、その初戦
のシリーズで優勝。シリーズを
引っ張り主役を務める。相手筆
頭は渡邉和将だ。中国地区選を
制し、尼崎周年は準Ｖと攻撃力
を発揮して勢いがある。藤原啓
史朗や吉田拡郎も速攻力を発揮
して肉薄。守屋美穂は今年７連
続優出で尼崎Ｖ。

◎ 茅原　悠紀 渡邉　和将

○ 吉田　拡郎 藤原啓史朗

△ 平尾　崇典 守屋　美穂

× 山口　達也 村岡　賢人

注 白神　　優 藤原　碧生

徳山 4/26 ～ 5/1 白井英治が
地元決戦を圧倒する！

九州スポーツ杯争奪戦
白井英治は前々節に続く当地参
戦。得意中の得意水面で堂々の
主役だ。ＧⅠ準優のＦにより現
在は一般戦が主戦となっている
が、記念戦線に復帰するまでに
リズムアップといきたいとこ
ろ。大峯豊も打倒白井を目指し
て気合十分の走りを披露する。
男女混合戦で清水愛海、野田彩
加の活躍にも注目。

◎ 白井　英治 大峯　　豊

○ 田中　和也 小池　哲也

△ 清水　愛海 井本　昌也

× 入海　　馨 島川　海輝

注 野田　彩加 佐々木裕美

徳山 4/15 ～ 20 森野正弘、森永隆の
地元勢が中心

ＫＲＹ山口放送杯争奪戦
Ｖ争いは森野正弘、森永隆の地
元両者で一騎打ち。森野は３月
の福岡で優出とリズムは上向
き。森永も今年は当地正月シリ
ーズを制するなど好調だ。里岡
右貴、近江翔吾も当地で好結果
を残すことが多く見せ場を作
る。さばき堅実な作間章や、攻
撃力高い本多宏和、攻めの迫力
がある牧宏次も魅力たっぷり。

◎ 森野　正弘 森永　　隆

○ 里岡　右貴 近江　翔吾

△ 作間　　章 本多　宏和

× 牧　　宏次 松崎祐太郎

注 郷原　章平 百武　　翔

徳山 5/7 ～ 12 前田将太が
当地連続Ｖへ躍動！

くだまつ健康パーク杯争奪戦
前田将太は昨年12月に当地で
Ｖ。その勢いに乗ってグランプ
リシリーズでＳＧ初Ｖ。徳山は
好相性で縁起のいい水面とも言
え、今回も大暴れだ。渡辺浩司
も水面相性は良くポスト前田の
一番手。地元勢は柳生泰二、森
永隆が意地の走りを見せるか。
当地好相性の福田宗平、一発力
ある藤山翔大にも注目。

◎ 前田　将太 渡辺　浩司

○ 柳生　泰二 小林　　泰

△ 森永　　隆 藤田　俊祐

× 福田　宗平 小山　　勉

注 藤山　翔大 佐藤　大佑

レース場担当者
尼　崎：日刊・北條直治
鳴　門：報知・田代
丸　亀：Ａ
児　島：Ｓ・O
宮　島：ＢＲ宮島専属記者 宮崎経督
徳　山：日刊・渕上
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芦屋 4/23 ～ 27 新エンジン一節目は地元
池永太の気迫戦に期待

日本トーター杯争奪戦
新エンジン初おろしで整備に制
限があるので調整の利がある地
元勢が優位とみる。池永太や長
野壮志郎だけでなく、藤崎小百
合、深川麻奈美の女子勢も侮れ
ない。自己最高勝率をマークす
る藤原啓史朗や近畿チャンプ稲
田浩二、近況低調でも地力確か
な田中信一郎も当然の優勝候
補。期末の勝負駆けにも注目だ。

◎ 池永　　太 藤原啓史朗

○ 稲田　浩二 田中信一郎

△ 石塚　久也 中嶋健一郎

× 鶴本　崇文 東本　勝利

注 藤崎小百合 今井　美亜

芦屋 5/1 ～ 6 瓜生正義を筆頭に
地元強豪が熱戦展開スポーツ報知杯争奪

ゴールデンウィーク特選 現役最多の芦屋16Ｖを誇る瓜
生正義が、植木通彦氏の17Ｖ
に並ぶかどうかに熱視線が注が
れる。芦屋育ちで次世代エース
候補の羽野直也と新開航と３強
を形成する。塩田北斗と渡邉優
美の105期コンビも充実期に突
入している。渡邉の他にも川野
芽唯、小野生奈ら女子勢も豪華
メンバーがそろっている。

◎ 瓜生　正義 羽野　直也

○ 新開　　航 塩田　北斗

△ 永田　啓二 渡邉　優美

× 松村　　敏 高倉　和士

注 江夏　　満 川野　芽唯

下関 4/26 ～ 30 海野康志郎を中心とした
地元勢がＶ戦線をリードオープン６周年記念

モーヴィ下関杯　ＧＷ特選 地元山口支部勢が強力布陣を形
成。中でも注目は海野康志郎だ。
昨年は当地８回の参戦で５優出
１Ｖ。エンジン抽選運に恵まれ
ない中での好走が光る。今年の
正月シリーズでは１枠で優出も
準Ｖ。今度こそＶをつかむ。そ
の正月戦で海野を破ったのが柳
生泰二。一般戦に限れば当地８
連続優出中と相性は抜群だ。

◎ 海野康志郎 柳生　泰二

○ 原田　篤志 森野　正弘

△ 佐々木完太 森永　　隆

× 渡邉　　翼 山本　修一

注 白水　勝也 吉永　則雄

下関 5/7 ～ 12 地元の津田裕絵、
片岡恵里に期待も大混戦ヴィーナスシリーズ第４戦

Ｈａｙａｓｈｉｋａｎｅ杯 とこなめＧⅡレディースオール
スター直前開催でＡ１級は不在
と大混戦ムードが漂うが、地元
の津田裕絵と片岡恵里の奮起に
期待したい。地元勢の脅威とな
るのが今井裕梨だ。昨年は２月
多摩川、５月鳴門でＶ。今年も
２月の江戸川で通算５度目とな
る優勝を果たした。安定感抜群
の廣中智紗衣も争覇圏。

◎ 津田　裕絵 片岡　恵里

○ 今井　裕梨 廣中智紗衣

△ 原田　佑実 平田さやか

× 滝川真由子 蜂須　瑞生

注 寺島　美里 黒澤めぐみ

若松 5/4 ～ 9 正月レース覇者の
平田忠則が当地連覇を目指すミッドナイトレースマンスリー

ＢＯＡＴＲＡＣＥ杯 平田忠則は中辻崇人ペラを手の
内に入れて復活中で今年の当地
正月戦も制覇した。チルト３度
が使える当地では威力も倍増で
連覇へ向けて突っ走る。赤坂俊
輔、渡邉雄朗、秋山広一、山本
修一らが２番手グループ。新エ
ンジンになった昨年11月以降
は女子の活躍が目立つだけに田
口節子もＶ争いに絡みそう。

◎ 平田　忠則 赤坂　俊輔

○ 渡邉　雄朗 森野　正弘

△ 田口　節子 秋山　広一

× 山本　修一 原田　篤志

注 西丸　敦基 山下　夏鈴

若松 4/18 ～ 21 前回当地戦Ｆの海野康志郎が
リベンジを果たす

ギラヴァンツ北九州杯
昨年12月以来、４か月ぶりに
海野康志郎が登場。その前回は
圧倒的な節イチパワーなのに準
優でＦ。クラシック出場へ勝負
駆けだったが、あまりにも痛い
Ｆになった。そのリベンジに燃
えているはずだ。中村日向と木
村仁紀が２番手グループ。Ａ１
級へ勝負駆け中の向後龍一、浅
見昌克の埼玉コンビは注目。

◎ 海野康志郎 中村　日向

○ 木村　仁紀 杉山　貴博

△ 中野　希一 吉永　則雄

× 向後　龍一 浅見　昌克

注 長谷川　暖 土井　歩夢

若松 4/24 ～ 29 西山貴浩不在のＧＷ戦は
前田将太が主役候補スポーツニッポン杯

ＧＷ特選競走 若松の顔・西山貴浩がＦ休みで
不参加なら、主役はこの人、前
田将太しかいない。今回の出場
メンバー中、唯一のクラシック
出場者でもある。脇を固めるの
は篠崎元志と岡崎恭裕の２人。
ここまでは福岡が純ホームの選
手たちだが、若松純ホームの意
地を水摩敦、原田才一郎、岡村
慶太が見せてくれるかも。

◎ 前田　将太 篠崎　元志

○ 岡崎　恭裕 水摩　　敦

△ 原田才一郎 渡辺　浩司

× 岡村　慶太 今井　貴士

注 溝口海義也 松崎祐太郎

福岡 4/23 ～ 28 高倉和士が福岡で
通算３回目の優勝を狙う

西日本スポーツ杯
昨年の戸田ダービーでＳＧデビ
ューを飾った高倉和士は当地通
算10優出２Ｖの実績。毎年夏
場を苦にする傾向があるので気
温の上昇を前に優勝回数を加算
したい。荒れ水面を苦にしない
岡村仁、西村拓也の大阪コンビ
が強敵。一昨年の当地周年覇者・
山本寛久はＡ１級残留を懸けて
期末勝負駆けを迎える。

◎ 高倉　和士 西村　拓也

○ 岡村　　仁 山本　寛久

△ 森定　晃史 是澤　孝宏

× 中村　魁生 中　　亮太

注 山ノ内雅人 石田　章央
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唐津 4/19 ～ 24 ＳＧチャンプ遠藤エミが
参戦の男女混合シリーズ

西日本スポーツ杯
女子最強レーサーの遠藤エミが
参戦の男女混合戦。遠藤のレー
ス運びは男子顔負けで、永田啓
二、村岡賢人、高橋竜矢、石丸
海渡らを相手に好勝負を展開す
る。穴候補では長崎期待の女子
レーサー森陽多が気になる。前
回当地戦は低調機で苦戦した
が、ツケマイのスピードは十分
でダッシュ戦で見せ場作る。

◎ 永田　啓二 遠藤　エミ

○ 高橋　竜矢 石丸　海渡

△ 村岡　賢人 金子　和之

× 藤田　浩人 上瀧　絢也

注 森　　陽多 井上　遥妃

福岡 5/3 ～ 8 博多では無類の強さを発
揮する篠崎仁志を中心視

どんたく特選レース
当地通算19Ｖと現役最多の優
勝回数を誇る篠崎仁志が一歩リ
ード。近況記念戦線では思った
ような成績を挙げられていない
が、勝手知ったる得意水面で地
力を発揮する。対抗格は中辻崇
人。伸び型の調整がハマればピ
ンラッシュに突入。池永太、松
田大志郎も決め手があり、優勝
争いに加わりそうだ。

◎ 篠崎　仁志 中辻　崇人

○ 池永　　太 松田大志郎

△ 石川　真二 古澤　光紀

× 里岡　右貴 出畑　孝典

注 長野壮志郎 石倉　洋行

唐津 4/29 ～ 5/4 峰竜太、末永和也ら佐賀
支部実力者が目白押し日本財団会長杯

ゴールデンウイーク唐津特選 71周年は途中帰郷の峰竜太だ
が実力は周知の通り。格上さば
きで戦線を引っ張るが、周年を
王道Ｖの末永和也に、定松勇樹、
山田康二、宮地元輝、深川真
二、上野真之介と上位陣の層は
厚い。高田明は３月一般戦に続
く地元連覇にトライ。からつフ
レッシュルーキーの上瀧絢也と
田中宏典は存在感を示したい。

◎ 峰　　竜太 末永　和也

○ 山田　康二 宮地　元輝

△ 定松　勇樹 上野真之介

× 安河内　将 安河内　健

注 高田　　明 田中　宏典

唐津 5/8 ～ 11 篠崎元志＆濱崎直矢の
二枚看板が戦線を引っ張る

唐津ミニット開設21周年記念
短期戦をリードするのは、から
つ連覇に挑む篠崎元志と濱崎直
矢になるが、近況の充実度は濱
崎が目を見張る。鋭い行き足を
武器に今年は３Ｖの活躍で１着
率の高さは群を抜く。北山康介
も抜群の安定感で勝率は自己最
高ペース。地元の杉山勝匡も今
期は上位着が飛躍的に増えてい
て注目の一人。 

◎ 篠崎　元志 濱崎　直矢

○ 北山　康介 長尾　章平

△ 井本　昌也 本多　宏和

× 黒野　元基 植田　太一

注 杉山　勝匡 田中　宏典

大村 4/28 ～ 5/3 正月レースに続いて
地元戦Ｖを目指す桑原悠ミッドナイトボートレース

in大村　２ 原田幸哉はＰＧⅠマスターズチ
ャンピオンを走るため、下條雄
太郎はＦ休みで不在。そうなれ
ば、ますます桑原悠に期待が懸
かる。今年の正月レースは優勝。
ミッドナイトで行われる地元戦
連覇を目指す。村上遼も当然の
ことながら優勝候補。豪快なタ
ーンの山口真喜子も良機を引け
ば怖いぞ。

◎ 桑原　　悠 村上　　遼

○ 坪口　竜也 山口真喜子

△ 石橋　道友 榎　　幸司

× 山口　裕二 今村　暢孝

注 中村　辰也 米丸　乃絵

大村 4/22 ～ 25 スーパースター峰竜太が
４日間の一般戦に登場ＢＴＳ鹿島開設10周年記念

～肥前鹿島干潟杯～ 峰竜太だけじゃないぞ。当地で
ＧⅠＶ歴のある羽野直也もい
る。そして、勝率７点台と好調
な安河内健、豊田健士郎、板橋
侑我までいる。主力の層は厚い。
４日間の短期決戦だから、取り
こぼしは許されない。地元は赤
坂俊輔が踏ん張りどころだ。川
野芽唯、関野文、金田幸子らの
女子レーサーにも注目。

◎ 峰　　竜太 羽野　直也

○ 安河内　健 豊田健士郎

△ 赤坂　俊輔 板橋　侑我

× 秦　　英悟 下出　卓矢

注 武田　光史 北川　太一

大村 4/14 ～ 18 徳増秀樹と林美憲の75期
コンビが主力クラスか

日本ＭＢ選手会会長杯
林美憲は当地を走る機会が多
い。ただ、前回は好素性32号
機で１号艇ながらも優勝を逃し
た。徳増秀樹は昨年のBBCト
ーナメント以来の大村参戦。近
況好リズムの古結宏は当地21
年２月以来と久しぶりだ。三嶌
誠司、岡村仁、前原大道にも注
目。前回のリベンジ（低調機で
大苦戦）に燃えるのが竹下大樹。

◎ 徳増　秀樹 林　　美憲

○ 古結　　宏 三嶌　誠司

△ 岡村　　仁 前原　大道

× 大橋純一郎 北川　潤二

注 四宮　与寛 竹下　大樹

レース場担当者
下関：西日本スポーツ・岡部
若松：スポーツ報知・井上誠之
芦屋：スポーツ報知・井上泰宏
福岡：スポニチ・鳥飼
唐津：報知・高木
大村：報知・長谷
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